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本日お話する内容

● DVとは

● DVに関する統計

● DVのサイクルと種類

● DVによる影響

● DV被害を受けたら

● 周囲の人たちができること

● 実際のケース

● DV被害者支援団体



DVとは

配偶者や恋人などの親密な関係にある、または過去その関係にあった者から、

繰り返し振るわれる、身体的に限らない、暴力的な行為。



DVに関する統計

● 日本
○ 2020年度相談件数：18万2,188件(増加傾向）

○ 配偶者から暴力を受けたことがある

■ 女性：4人に1人 （

何度もあり 10人に1人）

■ 男性：5人に1人

● アメリカ
○ 1分当たり約20人が身体的DVを受けている

＝1年間で1000万人以上が身体的DV被害

○ 年間相談件数：96万件- 300万件

○ 19%のDVには武器が関与

● 女性による相談件数が圧倒的に多い。

● 約70%は相談されていないと推定されている。

○ 男女共同参画局

○ https://www.gender.go.jp/about_danjo/whitepaper/r04/zentai/html/zuhyo/zuhyo05-06.html

○ Multhomah County https://www.multco.us/dv

○ NYC.gov https://www.nyc.gov/assets/ocdv/downloads/pdf/endgbv-intersection-report.pdf

○ The National Coalition Against Domestic Violence https://ncadv.org/

https://www.gender.go.jp/about_danjo/whitepaper/r04/zentai/html/zuhyo/zuhyo05-06.html
https://www.multco.us/dv
https://www.nyc.gov/assets/ocdv/downloads/pdf/endgbv-intersection-report.pdf
https://ncadv.org/


DVのサイクル



DVの種類

町田市ホームページ
「DV（ドメスティック・バイオレンス）
で悩んでいる方へ」から引用
https://www.city.machida.tokyo.jp/kurashi/kur
ashisoudan/women_soudan/DV-nayami.html

日本では身体的
DVのみ注目され
がちですが、
すべてDVです



注目したい種類のDVその１ 精神的暴力(モラハラ)



注目したい種類のDVその２ 面前DV

【相談先】
・スクールカウンセラー
・子ども専門カウンセラー
・スクールナース etc.

面前DVについて知ってください（動画）

【DV面前の例】
・親→親 銃を見せる（ここにあるよ、と脅す）

物を投げる
言葉で脅す
家具を壊す

・子供 親のケンカの仲裁をする
荒れた家を片付ける

足立区ホームページ
面前DVリーフレット
https://www.city.adachi.t
okyo.jp/kodomo-
genki/menzendv2023051
5.html

https://youtu.be/F2UdNaUwxZM?si=SLgYIxfbBv3WWJ3n


DVによる被害者と子供への影響
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社会的な影響04
● 社会的に孤立

○ 自由に外出させてもらえない

○ 交友関係を制限される、携帯電話をチェ

ックされる
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経済的な影響03
● 経済的に困窮

○ 外で働くことを禁じられる

○ 生活費をもらえない

精神的な影響02
● 小島氏のプレゼンテーションで詳しく説明

● 自信がなくなる、生きる気力を失う、うつ病など

● DVから抜けでても、影響が長く残ることがある

身体的な影響01
● 殴る、蹴るなどの暴行による怪我

● 頭痛、背部痛などの慢性疼痛

● 最悪、殺人に至ることもある

子供への影響06
● 長期的に深刻な影響を与える

● 自己評価が低くなる、うつ病、不登校、PTSD

● 無意識に暴力を肯定し問題解決の手段にする

05
● 多産DV

○ 望まぬ妊娠を繰り返させられる

○ 心身への負担、経済や時間の拘束
性的DVによる影響



DV被害を受けたら、どうすればいいの？

まずは相談支援センターに連絡

（秘密厳守）

○ 相談機関の紹介
○ カウンセリング
○ シェルター
○ 自立支援
○ 保護命令制度の情報提供

● 相談するほどのことではない
● 自分にも悪いところがある
● 自分さえ我慢すればいい

医療機関

身体的暴力を振るわれ、骨
折など大きな怪我が心配さ
れる場合はすぐに受診しま
しょう。

警察

命の危険を感じる場合はす
ぐに届出をしましょう。



周囲の人間ができること

● 被害者の声に耳を傾ける
○ 被害者を責めない
○ 自分の意見を押し付けない

● 専門家に相談するよう勧める

● 避けた方がいい言葉
○ 「あんないい人が暴力をふるうなんて」
○ 「なんで逃げないの？」
○ 「うちも似たようなところあるよ」
○ 「そんなこと気にしてたら夫婦はやっていけないよ」
○ 「大袈裟じゃない？」
○ 「お互い様じゃない？」
○ 「あなたにも悪いところあるんじゃない？」



実際のケース
マネージメント

・４０代女性

・AADAのヘルプラインメールにて相談有

他州で小さな子供を抱えて、日常的に身体、精神、経済、性的、社

会的暴力を受けていた。英語があまり得意ではなく、電話なども監

視されていたため、支援に繋がることができずにいた。いよいよ神

経衰弱し、このままでは命が危ないと思い、シェルターに連絡する

も満床で入れず。総領事館のホームページで見つけた当団体に連絡

、やり取り後、州をまたいで逃げてくる。

当初の所持金はわずか。離婚を申請しようにもお金がなく、弁護士

を雇うことが難しい状況。

その後、AADAのTransitional Housingプログラムを使い住む場所を

確保。子供たちも学校に通い出す。公的な補助を受けながらパート

タイムではあるが仕事も見つかる。離婚のための弁護士は他団体の

提供するプログラム（DV被害者への法的支援）を通して無料で雇

うことができる。必要に応じて言語のヘルプを受けながら、少しず

つ離婚成立の兆しが見えてきている。



アメリカで日本語対応可能なDV被害者支援団体

● アジアン・アゲインスト・ドメスティック・アビュース（AADA）
在ヒューストン日本国総領事館

● ウーマンカインド
在ニューヨーク日本国総領事館

● リトル東京サービスセンター
在ロサンゼルス日本国総領事館

● JB Line, Inc.
在ボストン日本国総領事館

● API Chaya（APIC）
在シアトル日本国総領事館

● ドメスティックバイオレンスアクションセンター（DVAC）
在ホノルル日本国総領事館

在外公館における情報提供・支援｜外務省 (mofa.go.jp)

https://www.mofa.go.jp/mofaj/ca/ha/page22_001736.html


全米DV被害者支援団体一覧（英語）

National Domestic Violence Hotline
● 1994年に設立されたノンプロフ
ィット団体

● 24時間365日のサービスを提供し
、700万回以上の電話に対応して
きた

● 200以上の言語に対応

● ホームページで近くの支援セン
ターを検索できる

Domestic Violence Support | National Domestic Violence Hotline 

(thehotline.org)

https://www.thehotline.org/


Asian Against Domestic Abuse 

● 2001年に設立された非営利団体 (501(c)3)
● 下記の国々出身の女性を母国語でサポート

● 上記の国々の文化、特徴
○ 家族の外に助けを求めるのは家族への侮辱と
みなされることがある

○ 出身国での支援や法的保護の欠如
○ 家族や友人がアメリカにいないまたは少ない
○ 言語の壁

https://www.aadainc.org/

● 日本人対応運営
○ 2021年より在ヒューストン日本国総領
事館と提携して開始

○ テキサス州、オクラホマ州にお住まい
の日本人（性別問わず）であれば誰で
も相談可

○ 日本人スタッフによる日本語対応可（
電話、メール共に）
■ コーディネーター
■ カウンセラー
■ ボランティア

○ 相談内容：離婚、DV、子育ての悩み、

子供の親権の問題、子供を連れての一
時帰国、ハーグ条約の問題など





クライアントから
今苦しむ方へのメ
ッセージ

自分へのメッセージでもありますが…

今の環境から逃げ出すことは大変だと思います。

でも、助けてくれる人はいます。

相手は決して変わらないし、

戻っても同じことの繰り返しなんです。

離れたら寂しく感じることもあるかもしれませんが、

相手からの意味のない苦しみからは解放されます。

あなたが意味なく苦しめられる必要はないんです。

私は逃げた今も苦しいけれど、

先に希望があると思って生きています。

どうか、諦めないで。

自分の幸せを信じてほしいです。



大事なのは

● あなたとパートナーが良好
な関係であること。

● あなたの家が安心安全な場
であること。



ご清聴
ありがとうございました

AADA日本語相談窓口のお知らせ

https://www.houston.us.emb-

japan.go.jp/files/100321410.pdf

AADA利用者からの声

https://www.houston.us.emb-

japan.go.jp/files/100321407.pdf

AADAパンフレット（日本語）

https://www.houston.us.emb-

japan.go.jp/files/100321405.pdf

https://www.houston.us.emb-japan.go.jp/files/100321410.pdf
https://www.houston.us.emb-japan.go.jp/files/100321407.pdf
https://www.houston.us.emb-japan.go.jp/files/100321405.pdf

